
株主通信 第52期  報告書

2019年４月１日から2020年3月31日まで

■ ビジネスQ&A� Business Q & A

Ｑ1：‌�　貴社の商品は、どのような会社に導入されているの
でしょうか。

Ａ1：‌�　具体的には、オートリース会社や信販会社やメーカー
系ファイナンス会社などの自動車ファイナンス事業者、
新車販売店などの自動車販売事業者、フランチャイズ
事業者やインターネット事業者などの自動車関連事業
者と、広くは自動車業界全般に導入いただいております。
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Ｑ2：‌�　貴社のビジネスモデルの特徴を教えてください。

Ａ2：‌�　当社のビジネスモデルはサブスクリプションビジネ
スで、売上は単発ではなく継続的に積み上がることか
ら外的要因の影響を受けにくい安定収入が見込める点
が特徴です。

N年目 N+1年目 N+2年目 N+3年目

既存売上(ストック) 新規売上 ■コスト

■ 株主メモ� Stockholder Memo

■ 企業データ� Corporate Data

事 業 年 度
定時株主総会
基 準 日

株主名簿管理人

同事務取扱所
（お問い合わせ先）

同 取 次 窓 口
公 告 方 法

商 　 号
英 文 社 名
本 　 店

創 　 業
上 場 取 引 所
資 本 金
発行済株式総数
株 主 数
事 業 内 容
従 業 員 数

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
定時株主総会　3月31日
期末配当金　　3月31日
中間配当金　　9月30日
（中間配当を実施する場合）
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
〒168−0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL　0120−782−031（フリーダイヤル）
三井住友信託銀行株式会社　全国各支店
電子公告により当社ホームページ（https://
www.slc.jp/）に掲載します。ただし、事故
その他やむを得ない事由によって電子公告に
よる公告をすることができない場合は、日本
経済新聞に掲載いたします。

システム・ロケーション株式会社
System Location Co.,Ltd.
〒153-0043  東京都目黒区東山二丁目６番３号
TEL 03（6452）2864  FAX 03（5725）8775
URL https://www.slc.jp/
1992年7月1日
東京証券取引所  JASDAQ（証券コード2480）
191,445,000円
3,570,000株
467名
自動車関連事業者向け業務支援
38名

役　員　（2020年6月24日現在）
【取締役】 【監査役】
代表取締役社長 千村　岳彦 常勤監査役（社外）小島　寔
常務取締役 前田　格 監　査　役（社外）鈴木　清雄
常務取締役 内村　裕一 監　査　役（社外）山中　雅雄
取　締　役 林　　雅大
取　締　役（社外）永野　竜樹
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　株主の皆様には、平素より格別のご理解とご支援を賜り厚く
お礼申し上げます。
　当社グループの第52期（2019年４月１日～2020年３月
31日）の事業概況と決算をご報告いたします。
　わが国経済は、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結
会計期間（2019年４月１日から2019年12月31日）におい
ては、輸出や設備投資などが活発で景気回復基調を維持し、世
界経済においても継続的な米中貿易摩擦や米国政権の保護主義
的な政策の強まりの影響があったものの、堅調な米国経済と中
国や新興国経済の成長の持続などにより順調に推移しました。
一方で第４四半期連結会計期間（2020年１月１日から2020
年３月31日）に入り、新型コロナウイルス感染症の世界的拡大
にともない、多くの国で、所謂「非常事態」が宣言されるなど、
内外において実体経済が深刻な影響を受けており、不透明な状
態が続きました。
　当社関連市場においては、「100年に一度」というキーワード
のもと新たな各種取り組みが活発となった一方で、2019年10
月の消費税増税による消費者マインドの低下や新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響もあり、通期での新車販売台数は約22万
台減（前期比4.2％減）、中古車登録台数はほぼ前期並みの水準
となりました。
　当社グループは当期におきまして、継続的な事業の成長を目
標に、前期に引き続き当社の基本商品である「RV Doctor」、
「PV Doctor」、「車種DB」を組み込んだプラットフォームの利
用拡大、自動車販売事業者向け販売支援システム「CA Doctor」
の拡販、お客様のニーズに対応した新機能追加や新商品開発の
推進、およびこれらのクラウド型BPOサービスを伸長させるた
めのプライベートクラウド環境（※）の増強を図りました。
（※）自社専用のクラウド環境
　その結果、当期における売上高は1,065,711千円（前期比
14.5％増）となりました。利益面については、営業利益は
425,766千円（前期比34.9％増）、持分法投資利益等を加減し
た経常利益は493,986千円（前期比37.3％増）、親会社株主に
帰属する当期純利益は327,511千
円（前期比35.6％増）となりました。
　なお、新型コロナウイルス感染
症拡大による当期の業績への大き
な影響はありません。
　株主の皆様におかれましては、
今後ともなお一層のご支援、ご鞭
撻を賜りますようお願い申し上げ
ます。

■ 株主の皆様へ� Top Message

代表取締役社長

■ 連結財務諸表（要旨）� Financial Statements

連結貸借対照表� （単位：百万円）

連結損益計算書� （単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：百万円）

2019年3月期 2020年3月期 増　減

流動資産 1,428 1,760 332

固定資産 1,175 1,129 △45

流動負債 134 228 94

固定負債 279 269 △10

純資産 2,188 2,391 202

総資産 2,603 2,890 286

2019年3月期 構成比 2020年3月期 構成比

売上高 930 100.0% 1,065 100.0%

売上総利益 745 80.1% 879 82.6%

営業利益 315 33.9% 425 40.0%

経常利益 359 38.7% 493 46.4%

親会社株主に帰属する当期純利益 241 25.9% 327 30.7%

2019年3月期 2020年3月期 増　減

現金及び現金同等物の期首残高 1,261 1,292 30

営業活動キャッシュ・フロー 247 448 200

投資活動キャッシュ・フロー △156 △60 96

財務活動キャッシュ・フロー △59 △74 △14

現金及び現金同等物の期末残高 1,292 1,605 313

■ 財務ハイライト（連結）� Financial Highlights

■ 売上高 （単位：百万円）

■ 株主資本利益率（ROE） （単位：%）

■ 親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円）

■ 総資産／純資産 （単位：百万円）総資産 純資産

■ 経常利益 （単位：百万円）
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